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−新体制12名の議員−
新たな議会のスタート！

浪瀬 敦郎

日髙 孝壽

松元 勇治

大坪 満寿子

津崎 淳子

持留 秋男

後藤 道子

大久保 孝司

水谷 俊一

木佐貫 徳和

議　員

大村 明雄川原 拓郎

議
長

副
議
長

　

南
大
隅
町
議
会
四
期
目
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

四
月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
議

会
議
員
選
挙
に
よ
り
町
民
の
代

表
と
し
て
十
二
名
の
議
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
新
人

四
人
の
中
に
南
大
隅
町
議
会
初

の
女
性
議
員
三
名
が
誕
生
し
、

新
た
な
議
会
構
成
と
な
り
ま
し

た
。

　

四
月
二
十
七
日
に
初
議
会
が

開
催
さ
れ
、
議
長
に
大
村
明
雄

氏
、
副
議
長
に
川
原
拓
郎
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
等
の

議
会
構
成
も
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
総
務
民
生
常
任
委

員
会
と
教
育
産
業
常
任
員
会
の

二
委
員
会
構
成
に
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
を
設
け
、
町
民
の
議

会
へ
の
関
心
と
町
民
の
意
見
を

幅
広
く
聴
取
し
、
行
政
に
反
映

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

女
性
議
員
初
参
加
の
議
会
運

営
を
町
民
に
分
か
り
や
す
く
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
六
月
会
議
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（議席順）
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南大隅町議会構成

常
任
委
員
会

職　　名 総務民生常任委員会 教育産業常任委員会 広報広聴常任委員会
委 員 長 持　留　秋　男 松　元　勇　治 水　谷　俊　一

副 委 員 長 大久保　孝　司 浪　瀬　敦　郎 木佐貫　徳　和

委 員 日　髙　孝　壽 水　谷　俊　一 津　崎　淳　子

〃 大　坪　満寿子 津　崎　淳　子 後　藤　道　子

〃 木佐貫　徳　和 後　藤　道　子 日　髙　孝　壽

〃 川　原　拓　郎 大　村　明　雄 大　坪　満寿子

一
部
事
務
組
合

議
会
議
員

大隅肝属地区消防組合 大隅肝属広域事務組合 南大隅衛生管理組合
大久保　孝　司 浪　瀬　敦　郎 津　崎　淳　子

木佐貫　徳　和 川　原　拓　郎 後　藤　道　子

大　坪　満寿子

議
会
運
営
委
員
会

委 員 長 持　留　秋　男

副 委 員 長 松　元　勇　治

委 員 水　谷　俊　一

〃 大久保　孝　司

〃 浪　瀬　敦　郎

〃 木佐貫　徳　和

〃 川　原　拓　郎

議会選出監査委員
日　髙　孝　壽

※�常任委員会の任期は２年間となってい
ます。この他、必要があると判断され
た場合、その都度、特別委員会が設置
されます。

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

大　
村　
明　
雄

　

平
素
か
ら
、
町
民
皆
様
に
は

議
会
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
、

ご
協
力
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
議
長
の
重
責
を
負

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任

の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
改
選
に
よ
り
、
４
名

の
新
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
内
３
名
が
女
性
で
、
県
内

で
も
女
性
の
構
成
比
率
が
最
大

の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

女
性
目
線
で
の
議
会
活
動
に
期

副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

川　
原　
拓　
郎

　

前
回
に
引
き
続
き
副
議
長
の

大
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
議
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

精
一
杯
、
議
長
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
、
町
勢
発
展
に
誠
心
誠
意

努
力
い
た
し
ま
す
。

　

一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

佐
多
岬
の
再
開
発
や
雄
川
の

滝
の
整
備
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
西
郷
ど
ん
」
放
映
決
定
、

二
〇
二
〇
年
か
ご
し
ま
国
体
開

催
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
南
大
隅

町
は
観
光
や
入
込
客
へ
の
対
応

に
、
大
変
重
要
な
時
期
を
迎
え

ま
す
。
一
過
性
に
終
わ
る
こ
と

な
く
、
ま
た
行
き
た
い
と
思
わ

せ
る
町
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
町
づ
く

り
の
理
念
を
明
確
に
し
た
議
会

運
営
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え

ま
す
の
で
、
今
後
一
層
の
ご
助

言
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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町税　524,487千円　8.0%

分担金及び負担金、
使用料及び手数料、
財産収入など
880,256千円
13.4%

地方消費税交付金、
地方譲与税など
192,900千円
3.0%

地方交付税
3,137,185千円

47.8%
：自主財源

：依存財源

国県支出金
951,704千円
14.5%

町債
872,200千円
13.3%

歳入

町の借入金残高の状況
　借入金残高のピークは過ぎ、ここ数年はほぼ横ばいでしたが、平成 28年度末見込みは、防災
行政無線のデジタル化事業等の影響で引き続き増加する見込みです。
　町が借り入れた地方債の中には、その償還費の全額もしくは一部を、国が補填しているものも
あります。

一般会計歳入予算の内訳
　町の歳入は、町税等、地方自治体の権利能力に基づいて自主的に収入される「自主財源」と、
国や県等の意志決定に基づき歳入される「依存財源」に大別できます。
　下のグラフのとおり、本町財政は自主財源に乏しく、国や県からの交付金や補助金、事業資金
調達のための借入金等の依存財源の割合が高くなっています。
　国県補助事業の積極的な活用や借入金の有効活用を図りながらの財政運営に努めているところ
です。

会 計 平成 26 年度末 平成 27 年度末 平成 28 年度末見込 平成 29 年度末見込
一 般 会 計 8,589,904 8,780,965 9,711,055 9,708,578 

特
別
会
計

簡 易 水 道 1,199,185 1,297,781 1,418,917 1,583,434 
診 療 所 7,243 100,383 116,215 115,139 
下 水 道 285,505 280,815 259,194 240,989 

合 計 10,081,837 10,459,944 11,505,381 11,648,140

単位：千円
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議会費　85,858 千円　1.3％　

総務費
925,164 千円
14.1%

民生費
1,680,256 千円

25.6%

公債費
965,130 千円
14.7％

災害復旧費、
予備費

2,000 千円
0.1％

衛生費
515,890千円　7.9％

農林水産業費
469,869 千円　7.2％

商工費
344,425千円　5.3％

土木費　
522,015千円
8.0％

消防費
551,012千円
8.4％

教育費
492,113千円
7.5％

歳出

● 町税の内訳
税　　目 平成 29 年度予算額 平成 28 年度予算額 比　較

町 民 税 167,045 162,533 4,512 
固 定 資 産 税 286,991 286,645 346 
軽 自 動 車 税 28,051 30,097 -2,046 
町 た ば こ 税 41,500 41,500 0 
入 湯 税 900 900 0 

税　合　計 524,487 521,675 2,812 

一般会計歳出予算の内訳
　下のグラフは、町の歳出予算を目的別に分類し比率を示したものです。福祉分野の経費である
「民生費」の比率が最も高く、次いで、公債費、総務費、消防費、土木費、衛生費、教育費、農
林水産業費、商工費、議会費の順になっています。

　町税の内訳は、下表のとおりです。
　町税は、貴重な自主財源ですので、公平、公正な課税と適正な収納事務に努めているところです。

単位：千円
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一般会計予算

５４，０１４千円

２，８９０千円

２５，２７０千円

１８，１２２千円

子ども子育て支援事業

鳥獣害防止施設整備事業

食の自立支援事業

給食食材支援事業

　身体的な衰えや認知症等で食事が作れなく
なった高齢者や、疾病等により食事管理が必
要な高齢者等に対し、食事のサービスを提供
することで在宅の生活を支援します。

　学校給食の食材として地場産物購入費用を
町が一部負担し、食育・地産地消推進計画に
基づいた学校給食の農畜産物の活用を推進し
ます。

　小学校児童を対象に、放課後の健全な遊び
や共同生活を通じて自主性・創造性の向上を
図ります。

　鳥獣等による農産物被害を防止し、農家の
生産意欲の向上と農業経営の安定を図るため
に侵入防止柵を整備し被害の軽減を図ります。

平成29年度予算（一部抜粋）
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特別会計予算

７３８，２０１千円 ２８，０００千円

簡易水道事業

住み続ける住宅助成事業

下水道事業（機能強化対策事業）

　平成８年度の供用開始から20年経過してお
り処理場とポンプ場設備の老朽化が著しく機器
の不具合が生じ、平成26年度からの事業を継
続し機器、機械類の機能低下の回復を図ります。

　子育て世代、高齢者等が、安心・安全に住み続けるための住宅改修に助成をし、定住促進に努める。
併せて、事業者登録制度として町内業者への発注により地域経済の活性化に寄与します。
一般世帯　　：　対象工事費の 15％　　上限25万円
子育て世帯　：　対象工事費の 20％　　上限30万円
※20万円以上の工事費が対象
※町内の施工業者による自宅の改修工事等に限る。

　佐多地区簡易水道統合事業により、効率的
な水道事業運営を図るため、浄水施設の整備
や各地区への配水管改良を実施します。

１０，０００千円

Before After
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平成29年度予算特別委員会

チェックします！有効に
活かせ！

　
平
成
29
年
度
予
算
は
、

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
委
員
長
に
平
原

熊
次
議
員
、
副
委
員
長
に

水
谷
俊
一
議
員
を
選
出
し
、

３
月
７
日
か
ら
16
日
ま
で 

の
間
、
延
５
日
間
に
一
般

会
計
65
億
５
千
８
百
万
円 

及
び
、
特
別
会
計
39
億
２ 

千
５
百
万
円
の
８
会
計
を

審
査
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

全
て
の
予
算
が
、
町
民
の

為
に
、
活
か
さ
れ
る
様
に

提
言
や
要
望
等
を
含
め
、

活
発
な
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
の
寄
付
金
額
に
対
す

る
経
費
を
伺
い
ま
す
。

　
　

寄
付
金
の
６
割
を
返

礼
品
に
充
て
、
手
数
料

が
約
１
割
、
別
途
広
告
料
等
を

勘
案
す
る
と
８
割
程
度
が
経
費

と
な
り
ま
す
。

で
す
。
請
負
事
業
を
ま
ず
充
実

さ
せ
、
職
業
紹
介
、
派
遣
事
業�

は
そ
の
後
、
実
施
し
て
ゆ
く
。

事
業
開
始
時
期
は
、
平
成
29
年

４
月
に
事
務
所
を
開
設
し
、
会

員
の
募
集
か
ら
始
め
る
予
定
で

す
。
組
織
の
体
制
は
、
常
務
理

事
兼
事
務
局
長
１
名
、
理
事
数

名
、
雇
用
に
よ
る
職
員
２
名
の

予
定
で
す
。

　
　

事
業
内
容
を
伺
い
ま

す
。

　
　

ク
ラ
ッ
カ
ー
や
レ
ト

ル
ト
食
品
等
４
０
０
食

を
購
入
し
備
蓄
す
る
も
の
で
、

保
存
期
間
は
５
年
間
と
し
て
い

ま
す
。
最
終
的
に
は
１
千
６
百

食
を
備
蓄
す
る
予
定
で
す
。
備

蓄
さ
れ
た
食
品
は
、
保
存
期
間

満
了
前
に
訓
練
等
で
使
用
す
る

予
定
で
す
。

　
　

事
業
内
容
を
伺
い
ま

す
。

　
　

住
民
に
よ
る
自
治
組

織
の
福
祉
版
。
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
複
数
自
治
会

に
一
人
の
民
生
委
員
の
下
、
自

治
会
に
数
名
の
在
宅
福
祉
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
、
そ
の
下

で
地
域
の
方
々
の
協
力
を
受
け

る
組
織
を
確
立
す
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
、
個
々
の
活
動
を
、

組
織
的
な
活
動
と
し
、
組
織
を

明
確
化
す
る
も
の
で
す
。

　
　

事
業
内
容
を
伺
い
ま

す
。

　
　

一
般
社
団
法
人
と
し

て
現
在
手
続
き
中
で
あ

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

内
に
事
務
所
を
設
置
す
る
予
定

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

Ａ

ふ
る
さ
と
納
税

推
進
事
業

地
区
社
協設

置
事
業

労
働
力
需
給
体
制

構
築
事
業

備
蓄
用
非
常
食

購
入
事
業

平成29年度各会計予算の状況
会　　計　　名 予　算　額 採決状況
一般会計 6.558.732.000 可決

特
別
会
計

国民健康保険 1.486.498.000 可決
簡易水道 738.201.000 可決
診療所 122.965.000 可決
介護保険（保険） 1.345.163.000 可決
介護保険（サービス） 16.628.000 可決
下水道 75.248.000 可決
後期高齢者 141.226.000 可決

8みんなの議会　第 48号　平成 29年度予算特別委員会



３月・４月会議　一目でわかる審議結果
議案第４７号 61 「請負契約（平成28年度南大隅町防災行政無線同報系デジタル化整備工事）の締結

について」の議決の一部変更について ３月７日 原案可決

議案第４８号 62 南大隅町辺地総合整備計画の変更について議決を求める件 ３月７日 原案可決
議案第４９号 63 平成28年度南大隅町一般会計補正予算（第１７号）について ３月７日 原案可決
議案第５０号 64 平成28年度南大隅町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について ３月７日 原案可決
議案第５１号 65 平成28年度南大隅町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）について ３月７日 原案可決
議案第５２号 66 平成28年度南大隅町診療所事業特別会計補正予算（第３号）について ３月７日 原案可決
議案第５３号 67 平成28年度南大隅町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第３号）について ３月７日 原案可決
議案第５４号 68 平成28年度南大隅町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算（第１号）について ３月７日 原案可決
議案第５５号 69 平成28年度南大隅町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について ３月７日 原案可決
議案第５６号 70 平成28年度南大隅町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）について ３月７日 原案可決
議案第５７号 71 財産の無償貸付について議決を求める件 ３月７日 原案可決
議案第５８号 72 南大隅町医師住宅条例制定の件 ３月７日 原案可決
議案第５９号 73 南大隅町税条例等の一部を改正する条例制定の件 ３月７日 原案可決
議案第６０号 74 南大隅町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例制定の件 ３月７日 原案可決
議案第６１号 75 南大隅町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定の件 ３月７日 原案可決
議案第６２号 76 南大隅町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定の件 ３月７日 原案可決
議案第６３号 77 南大隅町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定の件 ３月７日 原案可決
議案第６４号 78 南大隅町監査委員条例の一部を改正する条例制定の件 ３月７日 原案可決
議案第６５号 79 南大隅町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例制定の件 ３月７日 原案可決
議案第６６号 80 個人情報保護条例等の一部を改正する条例制定の件 ３月７日 原案可決
議案第６７号 81 南大隅町課設置条例の一部を改正する条例制定の件 ３月７日 原案可決
議案第６８号 82 平成29年度南大隅町一般会計予算について ３月24日 原案可決
議案第６９号 83 平成29年度南大隅町国民健康保険事業特別会計予算について ３月24日 原案可決
議案第７０号 84 平成29年度南大隅町簡易水道事業特別会計予算について ３月24日 原案可決
議案第７１号 85 平成29年度南大隅町診療所事業特別会計予算について ３月24日 原案可決
議案第７２号 86 平成29年度南大隅町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計予算について ３月24日 原案可決
議案第７３号 87 平成29年度南大隅町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計予算について ３月24日 原案可決
議案第７４号 88 平成29年度南大隅町下水道事業特別会計予算について ３月24日 原案可決
議案第７５号 89 平成29年度南大隅町後期高齢者医療事業特別会計予算について ３月24日 原案可決
議案第７６号 90 平成28年度南大隅町一般会計補正予算（第１８号）について ３月24日 原案可決
同意第３号 91 南大隅町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件 ３月24日 同意可決
同意第４号 92 南大隅町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件 ３月24日 同意可決
同意第５号 93 南大隅町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件 ３月24日 同意可決
同意第６号 94 南大隅町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件 ３月24日 同意可決

議案第 1号 １ 「請負契約（社会資本整備総合交付金事業（27-Ａ121）第二岩崎隧道補修工事）
の締結について」の議決の一部変更について ４月27日 可 決

議案第 2号 ２ 平成29年度南大隅町一般会計補正予算（第 1号）について ４月27日 原案可決
議案第 3号 ３ 南大隅町佐多岬ふれあいセンターの指定管理者の指定について議決を求める件 ４月27日 原案可決
同意第 1号 ４ 南大隅町固定資産評価員の選任について同意を求める件 ４月27日 同意可決
同意第 2号 ５ 監査委員の選任について同意を求める件 ４月27日 同意可決

○全会一致の議案
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掲載順 質　　問　　事　　項 質問議員

１ ・津波災害対策について
・町有財産の管理について 平　原　熊　次

２
・南大隅高校寮について
・国民健康保険について
・産業振興基金について

大久保　孝　司

３
・役場本庁舎の耐震化対策について
・文化、スポーツ合宿の誘致推進策について
・移住者の受け入れ策について

松　元　勇　治

４
・有害鳥獣対策について
・大泊海浜公園周辺の整備計画について
・町道佐多岬ロードパーク線（ホテル下道）について

日　髙　孝　壽

５ ・庁舎の耐震化に伴う、庁舎のあり方について
・学校教育のありかたについて 水　谷　俊　一

５名の議員が町長・教育長に

町政を問う!!
一般質問（３月会議）
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【
平
原
】　

東
日
本
大
震
災
か
ら

６
年
、
ま
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、

本
町
の
避
難
訓
練
の
実
施
状
況
、

ま
た
今
後
の
津
波
災
害
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

毎
年
９
月
の
「
防
災

の
日
」
の
訓
練
を
中
心
に
、
各

消
防
分
団
内
の
自
治
会
を
交
替

で
、
消
防
分
団
と
地
域
住
民
に

よ
る
地
震
・
津
波
の
避
難
訓
練

を
平
成
23
年
度
か
ら
延
べ
18
回

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
自
然
災
害
に
対
応
す
る

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
防
災
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
防

災
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

【
平
原
】　

海
抜
標
示
板
の
設
置

が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
持

つ
意
味
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
総
務
課
長
】　

海
抜
標
示
板
は
、

建
設
課
が
電
柱
等
に
設
置
し
た

物
が
、
町
内
２
２
５
箇
所
。
総

務
課
が
各
自
治
会
毎
に
決
め
て

い
た
だ
い
た
避
難
場
所
を
中
心

に
１
２
４
箇
所
設
置
し
て
い
ま

す
。
設
置
し
た
意
味
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
頃
か
ら
津
波
に
対

す
る
危
機
意
識
の
啓
発
と
地
域

住
民
が
避
難
場
所
と
し
て
定
め

た
場
所
に
、
目
安
と
し
て
設
置

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
平
原
】　

海
抜
標
示
板
の
柱
だ

け
建
て
て
、
表
示
の
な
い
箇
所

も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、

今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

【
支
所
長
】　

調
査
を
実
施
し
、

海
抜
表
示
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
平
原
】　

道
の
駅
ね
じ
め
の
宿

泊
施
設
及
び
周
辺
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

宿
泊
施
設
及
び
周
辺

の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

指
定
管
理
者
が
行
う
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
大
規
模
な

災
害
や
施
設
等
の
改
修
に
関
す

る
業
務
は
、
町
が
実
施
す
る

事
と
し
て
お
り
ま
す
。
大
浜
海

浜
公
園
内
に
は
、
使
用
不
能
の

施
設
や
管
理
が
行
き
届
い
て
い

な
い
施
設
な
ど
も
数
多
く
現
存

し
て
お
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

指
定
管
理
者
の
指
導
と
併
せ
ま

し
て
、
使
用
不
能
な
施
設
の
撤

去
も
含
め
て
検
討
処
理
し
て
参

り
ま
す
。

【
平
原
】　

テ
ン
ト
サ
イ
ト
付
近

は
竹
藪
に
な
っ
て
い
る
が
管
理

の
必
要
は
無
い
か
伺
い
ま
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】　

テ
ン
ト
サ

イ
ト
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

く
使
用
不
能
と
い
う
も
の
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
、
周
辺
管
理

に
つ
き
ま
し
て
も
大
変
厳
し
い

と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
指

定
管
理
者
に
も
指
導
を
致
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
平
原
】　

バ
ン
ガ
ロ
ー
を
月
極

め
で
貸
し
出
す
考
え
は
な
い
か

伺
い
ま
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】　

バ
ン
ガ
ロ

ー
の
長
期
的
な
貸
付
に
つ
い
て

は
、
現
在
で
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
貸
付
期
間
が
長
い
事
に
関

し
て
は
問
題
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

使
用
目
的
に
よ
っ
て
は
制
限
す

る
事
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
１
ケ
月
に
わ

た
っ
て
使
用
し
た
例
は
ご
ざ
い

ま
す
。
長
期
的
な
貸
付
に
つ
き

ま
し
て
は
、
指
定
管
理
者
だ
け

で
は
、
判
断
で
き
な
い
部
分
も

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
行
政

も
一
緒
に
確
認
し
な
が
ら
実
施

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平原 熊次  議員

津
波
対
策
に
つ
い
て
問
う

町
有
財
産
の

管
理
に
つ
い
て

問
う
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度
は
更
に
基
金
残
高
も
少
額
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
正
常

な
財
政
運
営
は
困
難
な
状
況
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
大
久
保
】　

平
成
24
年
度
２
億

円
の
法
定
外
繰
入
れ
を
実
施
し

ま
し
た
。
な
ぜ
、
平
成
29
年
度

は
、
こ
の
様
な
状
況
の
中
で
、

法
定
外
繰
入
れ
を
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
伺
い
ま
す
。

【
町
民
保
健
課
長
】　

基
金
が
無

く
な
っ
て
い
る
事
は
ご
承
知
の

通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
29

年
度
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
の
広
域
化
関
係

の
保
険
料
の
納
付
金
の
金
額
が

10
月
頃
確
定
す
る
見
込
み
で
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
以
降
、
基

金
積
立
て
を
検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
大
久
保
】　

平
成
30
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
が
広
域
化
と
な

る
と
聞
く
が
、
本
町
と
し
て
の

対
応
は
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

【
町
長
】　

今
後
、
県
が
財
政
運

営
の
主
体
と
な
り
、
持
続
可
能

な
制
度
と
す
る
た
め
国
保
新
制

【
大
久
保
】　

南
大
隅
高
校
寮
は
、

新
入
生
に
よ
り
定
員
を
超
え
る

と
思
わ
れ
る
が
対
応
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
か
。
ま
た
、
寮
生

と
下
宿
生
の
不
平
等
は
発
生
し

な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
教
育
長
】　

平
成
29
年
度
は
、

通
学
圏
外
７
名
の
生
徒
が
入

寮
・
下
宿
を
希
望
し
、
５
名
の

生
徒
は
入
寮
で
き
ま
す
が
、
２

名
の
生
徒
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
校
寮
と
同
じ
条
件
で
対
応
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

【
大
久
保
】　

一
般
家
庭
の
下
宿

先
へ
の
補
助
的
対
応
は
ど
の
よ

度
移
行
準
備
連
絡
会
議
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
本
町
は
、
事
務

効
率
化
等
部
会
で
、
被
保
険
者

証
等
を
は
じ
め
各
種
様
式
の
統

一
化
の
協
議
、
移
行
準
備
の
為

に
平
成
28
年
度
か
ら
シ
ス
テ
ム

の
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
大
久
保
】　

広
域
化
の
際
、
健

康
保
険
料
改
正
に
よ
り
増
額
と

な
る
予
想
か
。
ま
た
、
町
民
へ

の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

現
在
、
県
に
於
い
て
、

市
町
村
ご
と
の
標
準
保
険
料
率

を
算
定
中
で
あ
り
ま
す
が
、
国

民
健
康
保
険
料
は
増
額
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
の

広
報
誌
や
チ
ラ
シ
に
よ
り
、
新

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
周
知
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

う
に
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
教
育
長
】　

自
転
車
が
収
納
で

き
る
よ
う
に
、
家
屋
の
一
部
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
お
り
ま
す
。

【
大
久
保
】　

食
い
盛
り
の
学
生

が
一
番
求
め
て
い
る
の
は
お
米

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
食
材
を
補
助
す
る
考

え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
教
育
長
】　

出
来
る
も
の
が
あ

っ
た
ら
、
そ
の
方
向
性
を
見
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
大
久
保
】　

平
成
29
年
度
国
保

会
計
は
基
金
残
高
が
少
額
の
中
、

運
営
が
正
常
に
進
め
ら
れ
る
か

伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

こ
れ
ま
で
も
、
国
民

健
康
保
険
基
金
か
ら
繰
入
れ
を

行
い
な
が
ら
財
政
運
営
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
平
成
29
年

【
大
久
保
】　

平
成
29
年
度
に
お

い
て
、
産
業
振
興
基
金
を
ど
の

よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
く
か
考

え
を
伺
い
ま
す　

【
町
長
】　

産
業
振
興
基
金
は
、

平
成
28
年
度
12
月
会
議
に
お
い

て
、
基
金
条
例
を
可
決
い
た
だ

い
た
特
定
目
的
基
金
で
あ
り
、

産
業
振
興
に
関
す
る
多
種
多
様

な
事
業
に
広
く
対
応
で
き
る
基

金
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
29
年
度
に
お
け
る
基

金
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

初
予
算
は
骨
格
予
算
と
し
て
位

置
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
本

予
算
と
な
る
補
正
予
算
の
中
で
、

事
業
の
財
源
と
し
て
必
要
で
あ

れ
ば
当
基
金
を
活
用
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

南
大
隅
高
校
寮

に
つ
い
て
問
う

国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て
問
う

産
業
振
興
基
金

に
つ
い
て
問
う

大久保 孝司  議員
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【
松
元
】　

耐
震
補
強
ま
た
は
新

庁
舎
建
設
の
決
定
時
期
は
い
つ

頃
に
な
る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

現
在
、
町
民
の
皆
様

か
ら
お
伺
い
致
し
ま
し
た
多
く

の
ご
意
見
や
ご
要
望
の
取
り
ま

と
め
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
長

期
的
か
つ
総
合
的
視
点
に
立
ち
、

耐
震
補
強
す
べ
き
か
、
新
庁
舎

建
設
を
す
べ
き
か
で
最
終
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
決
定
時
期
に
つ
き
ま
し

て
は
、
合
併
特
例
債
活
用
期
限

と
の
関
係
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

熟
慮
の
上
、
然
る
べ
き
時
期
に

判
断
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま

す
。

【
松
元
】　

早
い
う
ち
に
、
町
長

の
判
断
に
よ
る
決
定
を
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
松
元
】　

仮
に
新
庁
舎
建
設
と

し
た
場
合
、
合
併
特
例
債
を
活

用
す
る
た
め
の
条
件
に
合
わ
せ

て
事
業
完
了
で
き
る
の
か
伺
い

ま
す
。

【
町
長
】　

合
併
特
例
債
活
用
期

限
の
平
成
31
年
度
完
了
に
向
け

て
厳
し
い
日
程
で
は
あ
り
ま
す

が
、今
後
の
諸
手
続
き
や
設
計
・

施
工
に
あ
た
り
、
緻
密
か
つ
着

実
に
工
程
管
理
を
行
う
事
に
よ

り
工
事
完
了
で
き
る
と
判
断
し

て
お
り
ま
す
。

【
松
元
】　

過
去
数
年
行
わ
れ
て

い
る
誘
致
活
動
が
ど
の
よ
う
な

結
果
を
挙
げ
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

【
町
長
】　

平
成
25
年
度
は
団
体

１
件
、
延
べ
１
０
３
人
泊
で
あ

り
ま
し
た
合
宿
件
数
が
、
本
年

度
は
団
体
５
件
、
延
べ
４
６
０

人
泊
と
４
倍
以
上
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。
要
因
と
し
ま
し

て
は
、
補
助
要
綱
の
改
正
や
旅

行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の
訪
問
説

明
、
セ
ミ
ナ
ー
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ

な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

【
松
元
】　

大
隅
地
域
と
連
携
し

た
取
組
み
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

本
年
度
、
本
町
で
は

５
団
体
の
合
宿
受
入
れ
を
行
い

ま
し
た
が
、
内
、
テ
ニ
ス
競
技

の
２
団
体
は
鹿
屋
市
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
利
用
し
て
お
り
、
鹿

屋
市
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
や
施

設
管
理
先
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
合
宿
希
望
団
体
か
ら
、

県
観
光
課
へ
照
会
が
あ
っ
た
宿

泊
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
条
件
に

合
致
す
る
市
町
村
へ
受
入
れ
可

否
が
調
査
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
等

具
体
的
な
連
携
も
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
松
元
】　

今
後
の
合
宿
誘
致
の

可
能
性
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

温
暖
な
気
候
で
あ
る

本
町
は
、
合
宿
地
と
し
て
は
最

適
な
場
所
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

宿
泊
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
に
限

り
が
あ
り
ま
す
が
、
ホ
テ
ル
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
、
民
宿
、
公
共
施

設
な
ど
の
有
効
的
な
利
用
を
促

進
し
な
が
ら
、
幅
広
い
団
体
の

受
入
れ
を
積
極
的
に
行
い
、
多

く
の
方
に
来
町
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
組
み
を
深
め
て
ま
い
り

ま
す
。

【
松
元
】　

移
住
者
が
す
ぐ
住
め

る
よ
う
な
住
宅
（
空
き
家
）
は
、

確
保
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

移
住
定
住
相
談
業
務

は
、
電
話
や
窓
口
で
対
応
の
後
、

現
地
案
内
を
含
め
仲
介
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
問
合
わ

せ
も
年
々
増
え
て
お
り
、
立
地

条
件
や
対
象
物
件
の
劣
化
、
浄

化
槽
設
備
の
未
整
備
な
ど
の
理

由
に
よ
り
契
約
に
至
ら
な
い
ケ

ー
ス
も
多
々
あ
り
、
す
ぐ
に
住

め
る
よ
う
な
住
宅
確
保
は
出
来

て
い
な
い
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
松
元
】　

定
住
推
進
室
を
置
き
、

住
ま
い
、
仕
事
を
案
内
す
る
定

住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

具
体
的
に
は
企
画
課

に
「
定
住
促
進
係
」
を
置
き
、

移
住
希
望
者
へ
の
可
能
性
の
照

会
や
就
労
体
験
の
研
修
な
ど
関

係
団
体
と
連
携
し
た
制
度
の
構

築
や
運
用
に
向
け
た
取
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
進
め

る
中
で
、
各
業
務
を
精
査
し
な

が
ら
、
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

役
場
本
庁
舎
の

耐
震
化
対
策
に

つ
い
て
問
う

松元 勇治  議員

文
化
、ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
誘
致 

推
進
に
つ
い
て 

問
う

移
住
者
の 

受
入
れ
策
に 

つ
い
て
問
う
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も
財
源
的
に
有
利
で
あ
り
、
地

域
全
体
の
取
組
み
と
し
て
効
果

も
高
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
日
髙
】　

大
泊
海
浜
公
園
に
つ

き
ま
し
て
今
後
に
お
け
る
年
次

計
画
の
概
要
と
完
成
の
目
途
を

伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

平
成
26
年
度
に
「
南

大
隅
町
誘
客
観
光
基
盤
整
備
基

【
日
髙
】　

イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
等

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
額
を
伺

い
ま
す
。

【
町
長
】　

本
町
の
被
害
額
は
、�

１
千
８
百
60
万
６
千
円
で
、
内

訳
と
し
ま
し
て
は
、
イ
ノ
シ
シ�

５
百
78
万
５
千
円
、
サ
ル
５
百�

14
万
７
千
円
、
ヒ
ヨ
ド
リ
７
百�

67
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

作
物
別
の
被
害
額
と
し
ま
し
て�

は
、
水
稲
２
百
10
万
２
千
円
、�

果
樹
５
百
65
万
円
、
野
菜
１
百�

54
万
４
千
円
、
そ
の
他
67
万
６�

千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
日
髙
】　

こ
れ
ま
で
の
有
害
鳥

獣
対
策
の
費
用
対
効
果
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

本
構
想
」
を
策
定
し
、
具
体
的

に
は
、
佐
多
岬
の
玄
関
口
で
あ

る
地
域
特
性
を
活
か
し
た
大
泊

海
浜
公
園
や
、
旧
大
泊
小
学
校

を
有
効
活
用
し
た
整
備
の
方
向

性
や
将
来
像
を
定
め
た
も
の
で

す
。
今
後
、
こ
の
基
本
計
画

を
事
業
化
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

平
成
29
年
度
に
お
い
て
、
県
の

「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
事

業
」
で
実
施
が
可
能
と
な
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
具

体
的
な
年
次
計
画
は
立
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

【
日
髙
】　

特
産
品
販
売
等
に
関

し
、
地
域
住
民
と
連
携
で
の
事

業
創
出
は
出
来
な
い
か
伺
い
ま

す
。

【
町
長
】　

佐
多
岬
整
備
が
進
む

事
で
、
来
訪
者
が
増
加
す
る
事

は
確
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お

土
産
品
や
飲
食
の
提
供
に
限
ら

ず
、
地
元
な
ら
で
は
の
特
産
品

販
売
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も

佐
多
岬
整
備
の
完
成
を
見
据
え
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
元
な

ら
で
は
の
飲
食
メ
ニ
ュ
ー
や
加

工
品
な
ど
、
地
域
の
創
意
工
夫

【
町
長
】　

有
害
鳥
獣
の
被
害
対�

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
追
払

い
」「
侵
入
防
止
」「
捕
獲
」
の

取
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
農
作
物
被
害
額�

は
１
千
８
百
60
万
６
千
円
で
前�

年
度
と
比
較
し
ま
し
て
２
千
２�

百
56
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
大
幅
な
被
害
額
減
少

の
要
因
は
、
ヒ
ヨ
ド
リ
の
被
害

の
減
少
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
イ

ノ
シ
シ
、
サ
ル
に
よ
る
被
害
も

２
百
万
円
程
度
の
減
額
と
な
っ

て
お
り
、
一
定
の
効
果
が
出
て

い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
日
髙
】　

電
気
柵
等
を
大
き
い

エ
リ
ア
（
道
路
、
地
目
界
）
で

の
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
考
え

な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

大
き
い
エ
リ
ア
で
の

電
気
柵
等
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
鳥
獣
害
防
止
総
合
支
援

事
業
の
対
象
と
な
り
、
資
材
費

が
助
成
対
象
と
な
る
事
か
ら
、

受
益
者
及
び
町
に
と
り
ま
し
て

を
活
か
し
、
農
林
水
産
業
者
と

観
光
業
者
な
ど
が
連
携
し
て
取

組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
地
元
の

要
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
積
極
的

に
取
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
日
髙
】　

ホ
テ
ル
佐
多
岬
へ
の

誘
客
ル
ー
ト
と
し
て
整
備
は
考

え
ら
れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　
「
ホ
テ
ル
佐
多
岬
へ

の
誘
客
ル
ー
ト
整
備
」
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
佐

多
岬
の
開
発
整
備
が
総
合
的
に

進
め
ら
れ
て
お
り
、
町
と
し
ま

し
て
も
、
第
２
次
総
合
振
興
計

画
・
大
泊
地
区
観
光
基
盤
整
備

基
本
計
画
等
に
基
づ
き
交
通
体

系
整
備
を
考
慮
し
な
が
ら
、
鹿

児
島
県
・
関
係
機
関
並
び
に
地

元
と
も
十
分
な
連
携
を
図
り
、

住
民
・
観
光
客
に
優
し
い
快
適

な
道
路
整
備
を
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
泊
海
浜
公
園 

周
辺
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
問
う

町
道
佐
多
岬

ロ
ー
ド
パ
ー
ク
線

（
ホ
テ
ル
下
町
道
）

に
つ
い
て
問
う

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
問
う

日髙 孝壽  議員

電気柵
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【
水
谷
】　

庁
舎
の
耐
震
化
事
業

に
関
す
る
整
備
概
要
の
説
明
を

中
心
に
実
施
さ
れ
た
町
政
座
談

会
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

熊
本
地
震
の
甚
大
な

被
害
状
況
、
３
つ
の
検
討
組
織

の
ス
タ
ー
ト
、
現
庁
舎
の
状
況
、

耐
震
補
強
と
新
築
建
替
え
案
、

両
整
備
方
針
の
概
要
、
事
業
費

や
耐
用
年
数
、
現
在
の
財
政
状

況
、
合
併
特
例
債
の
活
用
策
及

び
活
用
期
限
等
を
説
明
し
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
十
分
ご

理
解
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

【
水
谷
】　

町
長
の
最
終
判
断
を

伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

長
期
的
か
つ
総
合
的

な
視
点
に
立
っ
た
中
、
諸
般
の

事
情
を
鑑
み
、
町
に
と
り
ま
し

て
も
多
額
の
予
算
を
投
入
す
る

一
大
事
業
で
あ
り
ま
す
の
で
、

熟
慮
の
上
、「
然
る
べ
き
時
期
」

に
判
断
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

【
水
谷
】「
然
る
べ
き
時
期
」
と

は
、
ど
う
い
う
時
で
す
か
。

【
町
長
】　

然
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン

グ
で
す
。

【
水
谷
】　

年
度
を
跨
ぐ
と
考
え

て
よ
ろ
し
い
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

年
度
と
言
い
ま
す
と

３
月
末
と
な
り
ま
す
が
、
今
の

状
況
下
で
は
そ
う
い
う
事
に
な

る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

【
水
谷
】　

耐
震
補
強
工
事
か
新

築
建
替
え
工
事
か
の
判
断
ひ
と

つ
で
さ
え
、
当
初
12
月
の
予
定

が
３
月
に
な
り
、
さ
ら
に
年
度

を
跨
ぎ
４
月
以
降
に
ず
れ
込
み

ま
す
。
庁
舎
建
築
と
い
う
も
の

は
莫
大
な
費
用
を
費
や
し
後
世

ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
一
大
事
業

で
す
。
あ
ま
り
に
も
拙
速
な
取

組
み
は
や
め
て
、
必
要
で
あ
れ

ば
現
庁
舎
の
耐
震
補
強
を
行
い
、

じ
っ
く
り
考
え
た
方
が
良
い
と

考
え
ま
す
。

【
水
谷
】　

電
子
黒
板
の
整
備
計

画
を
伺
い
ま
す
。

【
教
育
長
】　

平
成
29
年
度
に
小

学
校
に
３
台
、
中
学
校
に
２
台
、

合
計
５
台
を
配
置
す
る
計
画
で

す
。
ま
た
、
導
入
後
の
機
器
の

更
新
時
期
と
重
複
し
な
い
よ
う
、

財
政
面
も
考
慮
し
つ
つ
、
年
次

的
に
増
設
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

【
水
谷
】　

平
成
29
年
度
、
５
台

を
設
置
す
る
と
い
う
事
で
す
が
、

今
ま
で
整
備
さ
れ
な
か
っ
た
理

由
、
併
せ
て
、
今
回
整
備
し
よ

う
と
思
わ
れ
た
理
由
を
伺
い
ま

す
。

【
教
育
長
】　

す
で
に
設
置
さ
れ

て
い
る
学
校
等
で
、
あ
ま
り
活

用
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い

た
も
の
で
す
か
ら
設
置
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
ど
れ

く
ら
い
の
教
員
が
利
用
で
き
る

か
調
査
し
た
と
こ
ろ
、「
や
や

で
き
る
」
と
い
う
結
果
を
得
ま

し
た
の
で
、
10
月
頃
か
ら
導
入

を
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。

【
水
谷
】　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
校
教
育
の
在
り
方
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
伺
い
ま
す
。

【
教
育
長
】　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
、
わ
か
り
易
く
深
ま
る
授
業

の
実
現
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
有
す
る
拡
大
、
動
画

配
信
、
音
声
朗
読
等
の
機
能
を

教
員
が
活
用
す
る
事
で
わ
か
り

易
い
授
業
が
展
開
さ
れ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
水
谷
】　

小
学
校
３
年
生
か
ら

英
語
の
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。

小
学
生
の
集
中
を
保
ち
な
が
ら

英
語
を
教
え
る
の
は
非
常
に
難

し
い
と
考
え
ま
す
。
短
時
間
授

業
を
実
施
さ
れ
る
と
思
う
が
、

子
ど
も
た
ち
を
引
き
つ
け
る
に

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
の
が

効
果
的
、
小
学
校
で
の
英
語
の

授
業
は
電
子
黒
板
を
活
用
す
る

し
か
な
い
、
そ
れ
に
は
、
５
台

で
は
少
な
い
と
考
え
ま
す
。

【
水
谷
】　

充
実
し
た
教
育
環
境

こ
そ
が
、
子
育
て
世
代
の
定
住

を
促
進
す
る
最
大
の
要
因
で
あ

る
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　

定
住
促
進
の
最
も
重

要
な
要
素
は
医
療
と
教
育
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
教
育
の
水
準

を
維
持
す
る
為
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

材
の
導
入
や
教
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
水
谷
】　

子
ど
も
た
ち
の
為
に

素
晴
ら
し
い
教
育
環
境
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
い

た
し
ま
す
。

学
校
教
育
の 

在
り
方
に
つ
い
て 

問
う

庁
舎
の
耐
震
化

に
伴
う
庁
舎
の 

あ
り
方
に 

つ
い
て
問
う

水谷 俊一  議員
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議会を傍聴してみませんか !

【
お
知
ら
せ
】

　

６
月
会
議
は
、
本
庁
議
会

議
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
一

般
質
問
等
、「
み
ん
な
の
議

会
」
で
は
見
え
な
い
議
会
が
、

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
多
く
の

方
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
発
行
責
任
者
】

　
　

議
長　

大
村　

明
雄

【
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
】

委 

員 

長　

水
谷　

俊
一

副
委
員
長　

木
佐
貫　

徳
和

委　
　

員　

津
崎　

淳
子

委　
　

員　

後
藤　

道
子

委　
　

員　

日
髙　

孝
壽

委　
　

員　

大
坪　

満
寿
子

　

紫
陽
花
の
花
が
美
し
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
以
前
は
、
紫
陽
花
と
言
え
ば
梅
雨

が
頭
に
浮
か
び
、
実
際
、
雨
ば
か
り
で
憂

鬱
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
年
を
重
ね
る

ご
と
に
、
雨
に
濡
れ
た
紫
陽
花
の
、
風
情

あ
る
姿
を
見
て
、
梅
雨
を
楽
し
め
る
様
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
朝
夕
は
、
ま
だ
ま
だ

寒
く
、
日
中
は
暑
さ
と
の
寒
暖
の
差
に
、

体
調
を
崩
し
易
く
、
風
邪
を
ひ
き
や
す
い

季
節
で
す
。
水
分
・
栄
養
・
睡
眠
を
十
分

に
と
り
体
調
管
理
に
務
め
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
度
、
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
が
新

設
さ
れ
、
議
員
６
名
で
、
町
政
・
議
会
活
動
・

町
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
点
等
を
、
伝
え

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
身
近
で
わ
か
り

易
い
「
み
ん
な
の
議
会
」
と
な
る
よ
う
に

編
集
作
業
に
携
わ
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
様
方
の
ご
感
想
や
、
ご
意
見
・

ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
し
ど
し

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

津
崎　

淳
子

編
集
後
記

　
ド
ラ
の
音
が
鳴
り
響
き「
レ

デ
ィ
ー
・
ゴ
ー
」
の
声
。
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。
太
鼓
の
音

に
合
わ
せ
て
、
川
面
を
叩
く

白
い
パ
ド
ル
。
色
と
り
ど
り

の
ボ
ー
ト
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

く
雄
川
を
下
っ
て
い
く
。

　
５
月
14
日
、「
自
治
会
対
抗

の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
」

が
、
五
月
の
爽
や
か
な
風
の

吹
く
、
雄
川
河
口
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
乗
船

に
最
初
は
こ
わ
ご
わ
と
漕
い

で
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
い
ざ
レ
ー
ス
と
な
る
と
、
身
を
乗
り

出
し
、
必
死
に
パ
ド
ル
で
漕
い
で
い
く
。
河
畔
か
ら
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
、
必
死
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
に
た
く

さ
ん
の
感
動
を
も
ら
っ
た
一
日
で
し
た
。

自
治
会
対
抗 

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会

発
行
：
南
大
隅
町
議
会　
　

編
集
：
議
会
だ
よ
り
広
報
広
聴
常
任
委
員
会　
　

住
所
：
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８
９
３-

２
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１　

鹿
児
島
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肝
属
郡
南
大
隅
町
根
占
川
北
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２
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話
：
０
９
９
４-
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